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J輩 l醸内植物採集日誌、

-本日誌は田代先生の遺族の御好意に工って問先生の
日誌、より兵庫県関係の音容を放翠して裁いたものであり
まナ。仮名遣いは特によい思い出となると思われるの
で原文のま、まとしました。( 室井)
昭和6年8月 奥谷圏有林採集 、
8月16日
小松島発〔設四国剣山の採集の帰途) 10時帰航の途
につき艇は和歌山に立寄り兵庫にゆく、下般して汽草
iこて姫路に至り阿部氏の宅に投するa 近藤安太郎( 多可
郡中町長〉同宿
8月17a
自動車にて山崎にきさり上野に至り中山選長にあひf

客ドロにて赤西谷まで行き会員を両分して我は赤酉ま
? で初歩の色のを指導してゆ< ( 会員60名ばかり〉

ヨウパチノキの実をつけた色のがあり‘ツルキケマ
ンありへ所説クマスギの特異の形滋を見る。ヘ
11、畔四郎氏〈粘菌研究者〉菅爪恵三郎氏( 兵庫第一
高女差士重量う中谷喜久二郎氏〈山崎営林署員〉参会、d

夜茶話会あり ltf'
8Jl 18日ゃ 4、
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代三善・3太j郎:
岡周繁氏、柏尾三郎兵の案内にて雪量雲山の裏手にで〆

採集を試み神社の方に下り柏尾氏の宅にて雪彦山植物
目録の記入を試み自動王手にて山の内に下り目録記入を
了び姫路にかへれ西本氏の官舎にとまる。月一
昭和7年8月16日 書寝山採集
岡山を怨て姫路に向ふ、 8 時頃着< " 西本、中日原の両

氏に迎Jえられ西本氏に落付<0'
8 月 17日
f書写山に西口より受りて植物を記録す可なりに種類
あり、ナッアサド習を者本氏採集しコヤス 1 キを飯間ー
氏採集ナ〈アドデ亨カノレ〉午食後山上をー適りまわり
て東口主内るJ . ¥  
8 月 18日
股薬検定を求u ' る色ゐ安井紳介数人あり叉師範学校

の探品を士見る o 制帽

E ; : : : r ヤスノキの上部地方二ケ所に又神崎郡、中寺村出
師に産ナるを知る。
: 昭和7年9月9日
S下関一一尾道にて起き日誌を認あ、上郡曹司に七飯田
氏や室井紳氏に迎へられ鳥取旅館に落っき午後赤穂、に、了

赤商の渓谷に沿ふて上り峠を越して音氷に下為。赤 1.至り華岳寺に饗し披祉を見る先づ大石神社に詣: 守、本
商渓にて界イミンガサをとる aの一人あり. 音7 1 < に下

， 

.弘
靭採集品を処理し「トロ」にて帰途につくi イシク

ぬラインの処にて下 b荷物丈の束をおろす. 股線のため

丸にたてる中学校に博物教員をたっist ( 竹中虎彦氏〉
赤穂御崎の植物をみてかへり夜諸氏の不審とせる植物
惜棄を見る、商本氏来り同宿
， 9 月 10a tft 
! 別所、室井、山中( 宮崎高農生〉西本氏等と矢野村
三渡山採集行をなナ。

歩して. 赤西口までゆく、叉「トロ」にのり小学校の| 羅漢渓にてコヤスノキを得ぐ首・色可なり取る〉登山
所にて王容をと E めて食事をなし誘演をナませて上野の| 途中の渓谷にでチトセカグラを得たり。
土揚につき会再 ξれぞれ自動車にて姫路主主他に向| 昭和19年5月19日

、命ふ。 I
〔誌耳ぎ講演の要旨は「奥谷国有林植物概観」にて昭| 筈の阿部氏の姿を見守i 不審に思ひて約束の時を誤り
和7月4日兵庫県博物学会会誌第参号奥谷採集記念号 1:たるを知る。室井氏に迎へられて、あみやに投すもoi:
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lこ掲載さる。 ) ・ 5 月 20a 'r';'も-

10月10日 雲彦山採集 d 品 I  : 朝アグマツメクサの産地に至りて採集す o 自動車に:
( 別損雪彦山植物概観参照室井〉 ふ | て往復。

姫路に至る幹部の人々に迎へちれ婿岡氏にあひ自動 It  8 時20分の列車にで上郡に至 b 赤松村に肉ひ会員の〆
寧に徒歩をともなひ山の内に至りイ 〈其問採集〉小学| 採集を指導し荒木小学校に至る雨のため午後の採集を

E 校に上る、西本氏; 柏屋氏周旋をつとむ。夜に会員採
集の標本を見る。' ; ザ 、す
高等学校教授橘貫氏I司行
10月11日

見合せ話をして引きま亙し午後4時戸O発にてたつJiV
9月8日蜘鼻
十急行にて姫路に向ふ、上郡にて松岡氏、室井氏lζ迎
へられ自動車にて鞍居村に行きモ、の産地つづら谷、， 
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本谷を克、きわたり谷を建望ナ. 本各大分なってゐる| て同地に歪り魯の屋に瀧る。
、自動車にて有年にかれり松岡氏宅にとまる o I  8  JJ 17日

昭和持切 多可郡千少時採集 |  藤原氏の案内iごて妙高山にのぼり. 神地寺住職聾結
4月沼目 1  .民の好意によち寺務所に休憩のち山Z貨を極む大樹と
京都午後1 時発事中探集の書類を見又室井氏の目録 1

を見るく発育せる色のあり。
加古Ifnこで阿部氏帯に迎へられ鍛治屋町まで行者" I  鴨庄村に下 P市島駅ょ h乗車. 柏原に歪りケヤキゆ
それよ静訟井庄村多国までゆく‘公会堂にて講話、前 1;犬木の根がJ f I を渡り屠る色の事り。兵庫県は之を天然 F

田万糟郎民宅にとまる。 ノ i記念物となす。霧月棲にとまる。夜講話
4 月 23日 18JJYJ日早
朝 6 時間堤、千ケ峰山に登り採集を指導す。タムシ| 自動車にて高見披山麓に軍り山頂に登れ渓谷に稽

" 守、フサマクラ花あ〆り a ふて下る. 生態第 1 日に類ナ。渓谷には喝T ' f '之に適応
JfI崎.

なし〈れたり。ヤマザクラ多く麓にはタプノキの犬木| 室井両氏と積り採集記事をまとむ。ー
ぁJーアラカシ麓まであり中町の町長近藤安太郎氏郡 /8月初日 央粟郡ケ鹿壷蝶集の見串
の教育会長として採集会のため尽力せらる。 I 姫路鷲阿部氏其他に迎へらる、楠民
E匙採集終了後「守ク躍の植物相J と題して講演を| 自轟車にぜ富栖村皆調書照寺. ついで徒歩にて揖
ナる、要旨は兵庫県博物学会誌第九号記載) 1;村. 中食のち採集見学. 其下の部落J : ; 姫路駅にひき
昭和船手llJJ 播磨輔崎郡七種山撰集かへす。
11月18日
姫路に雨ふ、西本氏に迎へb れ同氏宅に泊る。福ゑ

朝雄氏の標本を見為。
lls19日
西本氏と姫路駅に歪り稿崎に向ふ。下車ののち撮軍手

， 七種山探集会を指導し頂上に登りて下 p争時25分の列
寧にて姫路に至る a
0 七種向木本盟主木は針葉樹なり、モミ. ッ ff" ス
ギγ赤穂、カャ. ィヌタャを見るu 其中に混在丈るも
のはアラガシ多〈ウラジロガシ. アセボ. シキミ. サ
カキ、' Y a ゴ精多し・ーヒサカキ、イヌァ.1/" シロダモ
941タラエプまれ. ヨヤスノキまれ、タロ y 9 : :九 ア
チガシ、ーャマイバラ. グヌギ" . .，..マザタラ.パイタ y

宮F 、l1" 、ぺ品、 Y "!';It"ン? チノベヤナ，手。

9 月26日
朝日高撰舜〈室井宏京都府〉細野l二重る、土橋氏遠

藤伝氏〈豊中〉あり小学校に歪り上原清北郎校長持一
名と訟葬砂丘の墓地や砂丘にシホギク類をきがナ。
東西墓地には立を見たれ! . 維には見開す能はすも。
墓地lこもホ備も亦多し‘日: 吉神社鏡子向. 其他を見
て串後5 時豊岡駅にて秋山氏の出迎をうI t 中井旅館作
担論る占
9 月27日
朝土橋. 遠藤の両氏と豊岡を問て浜坂』ご蓋世小学技‘

畏の好意にて案内を得探集してから三尾lこいたり小学
校にて午饗稜長真先如水民の世話にてみをきに至りわ

で豊岡にかへる。
昭和9年8兎小企鄭輯擦集 |  昭和10，年6月裁土郡栗寵山保集
8月日毘 |旬29日 t  
4、金識の植物を探集せ今とて篠山町駅に集合し自動| 夜来雷鳴豪雨と色か〈探集行り支度をして自動車

車にて其麓に還り草の紫れる狭き道を通りて登る。中 j をひろひ駅に行< " 加茂の構梁落ち街路ホをただえた
復以上は砦石なれE 之に生すみる種類は乾性植物に限り| るをずプザプ車色人色ゆく福知山線接続程l : . < 行かすも
て其数少なし. 山頂より轟皆伝ふて豆岳との鞍部に歪| 大阪に 1時間、三聞に 1時間待ちて柏原にゆ〈島崎民
事裏側に下る。峯続きの北側には意外に色費量種の注意 1:迎ひ〈れ. 共に宥生にゆき細見民にあひ、旅館に泊
ずべき羊歯を主主すも. またホッ、! : > ' " グロ Y ヨゴを産

ものあり，畑山地内より上り草山村地方に下る。
本向は砦上植物其他植物生態の上J : ち記事を認むる
を可制と思ひ. 室井氏に主注意をふぁ、とには立を
飽 1きしむ。
山を下りて自動車道路に出て黒井町ょ 4の迎ひ車に

る。関宿四人の酷棄を見てやる 0

6 月初日
昧爽起きいでて自動専にて柏原に車り鐘ケ旗〈ザタ
ラの名所〉事先与の山のチ令の自生を見ひきかへし夫
神楽村に霊り粟麻向にゆぼる風雨、相伴ひすもぶぬれとな、
る. 小学校じて着物を乾かすため世話になる.
込昭和12年6月四日
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加古川地方ノハナショウプ踏釜
播際に向ふ大阪駅にて堀民共他同事、加古川駅につ
き松本氏、島崎氏. 阿部氏等に迎へ b れ播丹鉄道にで、
厄神に下車、加古川畔採集遡ーとく印南郡. 上庄村地
方〉加来郡来栖村神社にて食事、パスにて小野町にゆ
き其北部にある第 2 の池の時にノハナショウプ等のあ
る所を見る。. I / '

昭和14年8JJ宍粟郡般越山採集
奇 問 2日鯛蜘忠明

姫路線徳久駅に下王者パエえをつぎやがて採集しながら

‘南光坊にゆ〈。 手
船越山には毛ミ J Y ガ〈カヤの天然林あれ裁措し

たるスギの発育見事なり. 植物の種類亦発育よく盤富
に色ある様になり。
8月3 a
l 朝飯前坊附近並木道のあたり再見
: のち奥の院まで上りて採集をなす。室庭といふ色可
なり. ヨパノクロウメモドキの小喬木状なるあり. ィ
宮プナを見る、下り別路をとりて譲り可なり難儀せ
Q-' 

一三丹地方の植物生態地理学的考察
故国代£善与太 ; 郎
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地の地形と地質とにより植物摘を異にするが拙地域 Ifリシグ、シノプ・
を分てば下の 2 地方区となる。 Il 上のうち南方自来の顕著なる閏有植均若くは腹地盤、
二育成居地方区安火成法地方区 | 植物は婿磨卒地の奥地と丹後鶴湾との関に介注せる山J
災海流の膨饗による植物の生援分布につき後者の中| 地にあわ社寺林共他の山地に逃存す。

日海地方区間むるととを得ペし。 I 鹿倉山で妙高山一高小金山獄一環山附近ー
0 吉成層地方豆 I  ' 元伊勢芳戸山苅
，比地域には丹波の大部分乏に属し中国山脈背梁のヰ1 ; I  ; 特殊の徒主守地形には主主一群の生態郡落あらわナ。
側と丹波山地とをつ〈る秩父古金属にして砦質は礎芳
類、千枚芳質泥板芳. 石灰岩等最多し. 珪砦の特殊
地形をなせる色の亦多し. 本区の代表植物次の如し。P

。モミ、 O ツ7 1 . 0ツプヲジィ i アラカシ . 0イナ
0 カナメモ

チ、 O タマミグキ. ( 神主主山菜他) . ヒイヲギ. 0ョ
グY ミネパリ . 0 ヨヨグラノキ. ( 茨戸11r)カラスザ
J ショ' 7 . 0./ Jj"Jレし O プ. ナノキ j ミズナ九オ
ェグルミ . 0毛・チ." . " " . ミヤコツ〉ジ. ヒノキパ.

!Jキ . 0ホンシヤグナグ. ルリミノキ‘ O サノレ
マメ. 0 オニヤナギ、，イヌガシ、〈小金獄) . 0 ・t ン
リャゥ、 O ホウライカダラーとナガパジユズネノキJ
' 0 にカグγ、" . ヒロハイ冒= > 1 ) ヤナギ、 O ヒラオ

、

tホン合ヤタナグ. ヒカグヲ、ジ、マロソヨゴ. .句
ZセキヨクJ ヒナラン、・シ、ランJ カミガモジダ、 y

iノフ¥ オサシダイートツペオオフジシダ. 7 ジジ
tグーヌ P トラノオん .  
b 渓流には柳類、カワラハZ〆ノキを産し又サツキ. .::z. 
Eキヤナギを盛ナる所あり。〆
' 0火成岩地方区
! 丹後. 1旦馬の大部分之代属し、 3た成務系統の地に
して、白山系jqlr. 菜園に走 b成層火山と色見 bれる
火山祭深成砦及火山に由来する崇おより成 P第三和に
生ピたる新 b しき土地なり其沿海地方は海流の彰響を

マ
，本地方区の代表横物は次の如し

ヤナギー 0ナガパネコヤナギ. 。ベユドウダン、 01: O ; ; t ，ギ. スグジイピ圭ナノキιャマモ、等Q ケグ
サラサドウダン、。クロショゴイヤプサグザバャマ lLへO ヨコグラノキ前向、 0 ピサガミズキよマルパ 4

ガシウ、 oィハナシ. ，0 イハウナヘサイカナ . カ | トンサノ J ツシマナ、ヵマ 人 O サイヨクミツパ
? ラハンノキ， 0 サツキ、 O . : z . キヤナギ. ヒメウワ| わ、夕、ヨパノミヲバッ、久 O ヒョウタンポグ類
れ yゥJ オオサンショウ Y ウ.' iJ 71 リピソゥ、 alby 、ジ、 O } 'タウツギ、ナガパキマガリグヶ、}
キ! 7 1 )ィチグ、 O プサナキ P スグi オモトイキチタ l fャマクマヤナギ. 0クロタキカヅヲ，
ヤウ Y ウJセキヨクJ カヤラハ O ナヲエビネ、 o 1: 0 7クジ品ウ Y 守、ヒロハクサ V ダマ， 0 オオモミs

ヒメユ九 O ヒナラン倉嶋 I  O d t = -t:!J 'e""<、- "r A Y . ヤマプザヨ
O ヤシヤぜ y マィ; ・オオフジシダJアグシダJ ホ y I  ッゥ . 0ウ: . ....ツソ
パフグヨケシノプイシ、ヲジイ. ' オサシダふれが 1t ゥ正ャウヲグラン: A ギラシJ ペ=シ::z. A ヲンJ ャ

一 ー，匝，
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